
 

 

 

 

 

 

１ 「学びの三乗計画」の概要（別紙１） 
本校では、保護者・地域・行政と連携・協働し、学びの質を変えることにより学力の向上と進路実

現を目指す『学びの三乗計画』を策定・推進している。これは「主体的・対話的で深い学び」「人間
性を育てる学び」「社会に直結した学び」を系統的・有機的に進めることで生徒の資質・能力の向上
を図りつつ、学校業務の効率化を進めていこうとするものである。今年度はその第一歩として、地域
の小・中・高５校を連携校とする道教委事業「地域連携研修」を活用し、探究活動の推進を図った。 

 
２ カリキュラム・マネジメントによる「学びの三乗計画」への取組 

   研修テーマを「教育活動の可視化と地域と連携した教科等横断的な学習の推進」と設定し、ＰＤＣＡ
サイクルにより取り組んだ。※【 】表記はＰＤＣＡサイクルの段階を示す。 

  (1) 校内研修の実施【Ｐ】 
本校における育てたい資質・能力を確認し、教員間の意識の共有化を図った。さらに資質・能力を

育成するための授業方法や活動について意見交換し、その内容を全体で共有した。 
  (2) 単元配列表の作成 【Ｐ】 

本校の全ての教育活動で育てたい資質・能力を示した単元配列表を作成し可視化することで、それ
ぞれの活動のつながりや関係性を示すことができた。また、各教科・科目では資質・能力を育成する
活動を明示し、それぞれの単元での指針を示すことができた。 

  (3) 探究活動の推進【Ｄ】（別紙２） 
３年学校設定科目「自己表現」で「十勝のまちづくり」をテーマに十勝総合振興局及び帯広市職員

を招き、地域の抱える６つの課題について理解を深め、それぞれの課題解決方法と理想とするまちの
あり方について調査（アンケート・インタビュー）を実施した後、両職員に向け提案（プレゼンテー
ション）した。 

市役所と振興局から提案のあった６つの視点（課題） 

都市景観 都市防災 人手不足 

まちのツボ まち育て 公共交通 

(4) 研究協議【Ｃ】 
令和２年 10月 13日、本研修のねらいと本校の取組を説明したうえで、連携校における探究活動の

取組について情報交換した。異校種間における探究活動の接続、授業改善の在り方等について課題を
整理できた。また、連携校の先進的な取組から、地域人材の活用の有効性や探究活動を通した生徒の
変容について、理解を深めることができた。 

(5) 公開研究会【Ｃ】 
令和２年 11月２日、本校教職員のほか、十勝管内の高校、連携校の教職員が参加し、「自己表

現」の授業公開と研究協議、さらに國學院大學・田村学教授による講演を実施し、探究活動の推進に
向け理解の深化を図った。田村教授から次の助言をいただくことができた。 
・普段の授業が受身になっている。活動を通して理解を深める活動を進めること。 
・生徒の視点に立つことが重要。 
・探究の質を高めるために、①探究の到達点を明確にすること、②探究の通過点を具体的にイメー 

ジする（その力を伸ばすためのアクティビティを決める）ことが重要 
・探究活動を推進する組織を作ること。 

 
３ 今後の取組に向けて 

「学びの三乗計画」における学びの質を上げていく取組はま  
だ始まったばかりではあるが、次年度に向け確実に改善を進め  
ていく。【Ａ】 

(1) 「自己表現」の取組を「総合的な探究の時間」に反映させ、 
３年間で学ぶ「探究」プログラムの作成 

(2) (1)のための組織体制の構築 
(3) 「資質・能力」育成のための活動に係る研修の実施 
(4) 観点別評価の研修とルーブリックの作成 
(5) 生徒の主体性を育てる方策の検討 

別紙 

  

～カリキュラム・マネジメントによる「探究」の実践～
北海道帯広三条高等学校 学級数 18 (校長 合浦 英則) 

振興局・帯広市職員との協議の様子 



人間性を育てる
学び

主体的・対話的で深い
学び

学びの質を変えることでより魅力ある高校へ ～「学び」の三乗計画～

◇堅調な進路指導

◇活発な部活動

◇PTA・同窓会の協力

◆現状満足

◆授業改善

◆働き方改革

◆外部への発信

強みと弱み 学びの質を変える ⇨ 学力の向上 ⇨ 進路実現

〇HPの充実

〇学校通信

〇校長通信

〇地域行事への参加

地域への発信

〇シフト制による分業化

〇ＩＣＴ活用による省力化

〇教科教材の共有・共通化

〇分掌体制の見直し

〇会議の効率化

〇個別定時退勤日設定

〇年休取得推奨

働き方改革推進

〇校内研修体制確立

〇校長による授業観察・指導

〇研修の継続実施

〇学校改革に外部人材活用

教員の資質向上

道教委ICT環境整備
研究指定事業

PTAの理解・支援

保護者・地域・行政との連携・協働

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

教職員・保護者・地域理解と発信 シフト制試行とその評価 改革開始・探究活動準備 探究活動本格実施 個別最適化学習による進学指導

（学び）
3

その他校長として
・地域貢献としての学
校開放講座

・十勝高校国語教育
への積極的関与

・教育活動の可視化

・シラバスの改善

・ICTによる授業改善

・個別最適化学習

・教科横断的な学習

教員研修の充実

教科教材の蓄積

スタディサプリの有効活用

・予防的・開発的生徒
指導と教育相談体制
の充実

・自己管理の徹底

・主体的な部活動・行
事運営

シフト制

生徒理解ツール

社会に直結した
学び

外部教育機関・市・
JICA・地元企業との連携

・「探究の時間」の工
夫・改善

・外部体験型教育プロ
グラムの活用

生徒による発信

外部人材活用

外部研修の積極的利用
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青年会議所

連携・協働

連携校

帯広市立西小学校
帯広市立帯広第二中学校
北海道芽室高等学校
北海道大樹高等学校
北海道本別高等学校

10/13(火) 研究協議会
11/ 2(月) 公開研究会
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オール十勝で「探究」
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情報発信
地域課題へ
の提言


